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はじめに 

この度、海老名商工会議所では商圏分析システムの導入を開始しまし

た。会員の皆様のみならず海老名市内で事業活動を行う多くの人々が本

システムを使うことが健全な経営に繋がると信じています。 

“商圏” と聞いてもピンとこない人がいるかも知れませんが、そうで

あっても、事業活動を行う全ての人にとっては商圏分析は欠かせません。

例えば自社・自店が取り扱う商品やサービスがどのようなお客様に受け

入れられるのか、そのお客様はどの地域に住んでいるのか、あるいはそ

れら商品・サービスの潜在的な需要はどの程度あるのかなど知ることが

できる手段が商圏分析です。 

初めて商圏分析を行うことは難しいかも知れません。また、それら商

圏分析の結果を知って、どのように事業経営に役立てる方法が分からな

い方もいらっしゃるでしょう。そこで、当会議所では、本システムを誰

でも分かるように工夫しています。まずは、当会議所のホームページに

入っていただき、該当するページを試してください。試してみて分かり

づらければ当会議所に問い合わせてください。 

全ての小規模事業者が生き生きと事業活動を行える環境を整えるのが、

当会議所の役目です。その意味で、不明なことや改良してほしいことな

どがあれば、遠慮なく申し出て下さい。 

事業活動を継続的に発展させるパートナーとして、商圏分析システム

を役立てていただきたく考えています。 
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商圏とは 

商圏とは、自社・自店に集客できる範囲のことです。つまり、自社・自
店の潜在的なお客様の地域的な拡がりを意味します 

例えば飲食店において、自店に来られるお客様の居住範囲を地図上で表
示することです。これを知ることで、効果的な集客方法など経営に役立
つ手段を講じることができます。 

（下の地図で、赤枠の範囲内が商圏のイメージです） 

自店 
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商圏を知ることで出来ること 

商圏を知ることによって出来ることは様々あります。代表的なことを次
に挙げます。 

 売上予測を行う 

 チラシの有効な配布範囲を知る 

 新規出店の候補地を絞る 

 当地で有望な業種を知る 

 どのような販促活動をするべきかを判断する 

【売上予測を行う】 

売上予測は事業計画立案の基本です。既存事業者であれ、創業希望者
であれ、まずは直近年度から数年先の売上予測は欠かせません。 

また、金融機関に融資を申し込む際に、あるいは各種の補助金・助成
金申請に際しても売上予測を行います。一般に売上は次の方法により
算出されます。 

（方法①） 売上 ＝ 顧客数 × 商品単価 

（方法②） 売上 ＝ 潜在的な需要 × 自店シェア 

方法①にせよ、方法②にせよ商圏分析を行うことで売上予測すること
が可能となります。方法①では、自社・自店の商圏を設定した上で、
商圏内の世帯数や住民数、年齢層、年収特性などを知ることで、顧客
数を推定でき、それに商品単価を乗ずることで、売上予測を算出しま
す。 

方法②においては、自社・自店の商圏を設定した上で、居住している
世帯当たりの対象商品（あるいは対象サービス）の消費支出額を知り、
自店シェアを設定することで、売上予測を算出します。 

【チラシの有効な配布範囲を知る】 

折り込みチラシを配布するにあたって、どの地域に配布すると効果的
かは事業者が悩むところです。商圏分析を行うことで、効果的なチラ
シ配布範囲を知ることができます。折り込みチラシだけでなく、ポス 
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商圏を知ることで出来ること 

ティングチラシの配布範囲でも同様です。 

商圏を設定し、対象商材に合った世帯数が多い地域を選び、その地域
に絞ってチラシを配布することになります。世帯を選定するには、年
齢構成、年収層、貯蓄額層、住宅区分などを参考にします。 

町丁目  70歳代人口比率（％） 

海老名市勝瀬  24 
海老名市国分寺台５丁目  21 

海老名市国分寺台１丁目  19 

海老名市国分寺台２丁目  18 

海老名市国分寺台３丁目  18 

海老名市国分寺台４丁目  18 
海老名市さつき町  16 

海老名市杉久保南４丁目  16 
海老名市中新田  15 
海老名市門沢橋６丁目  15 

分析例 （高齢者比率が多い町丁名） 

【新規出店の候補地を絞る】 

新規出店の場所を選定するには、来店客の多さが決め手になります。
来店客の多さは、店前通行量、周辺の誘引施設、駐車場の有無などに
影響されますが、何といっても商圏内の住民・世帯の特性に最も影響
を受けます。 

実際には複数の物件候補から絞り込むことになるかと思いますが、そ
れぞれの候補地にて商圏設定を行い、住民・世帯特性を見て、自身の
商品・サービスに合致した住民・世帯が多い物件を選定することが基
本的な考え方です。 

【当地で有望な業種を知る】 

自宅や既存店にて新たに新業態で新規開業を希望される方も多いと思
います。その際にどのような業種が有望か判断する材料として、商圏
分析が有効になります。 
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商圏を知ることで出来ること 

例えば、自宅にてカフェを開業したいが、主婦層中心のおしゃべりを
楽しむような店にするか、早朝から高齢者が集う店にするかを判断す
る際の参考にします。 

この例では、両方の店それぞれの顧客対象は異なることから、自店の
商圏設定を行った上で、住民特性を調べます。仮に商圏内の住民に高
齢者が比較的多いと判明すれば、高齢者が集う店が有望だろうと判断
されます。 

もちろんこのようなデータだけで業態を決めるのは早計ですので、顧
客層別の来店比率などを推定し、売上予測を行ったうえでの判断とな
ります。 

【どのような販促活動をするべきかを判断する】 

販促活動には、チラシ配布、ダイレクトメール送付、メルマガ、看板
設置、ネット広告、イベント開催、カード会員化など様々な方法があ
ります。 

既存店であれば実際の顧客居住地を地図上にプロットすると、想定し
ている商圏と実際の来店客の居住地の合致程度が判明します。仮に想
定している商圏の方が広く、今後は遠方からの来店促進を図るには、
遠方へのチラシ配布、広域への広告媒体宣伝などが有効になります。 

逆に想定している商圏の方が狭く、近隣からの来店促進を図るには、
店前ファサードの充実や自店でのイベント開催などが有効になります。 

新規出店であれば商圏設定をしたうえで、その商圏内に浸透するため
の各種販促活動を実行します。 

販促活動の種類（例示） 目的 商圏データとの関連 

チラシ（折り込み・ポスティング） 新規来店促進 住民特性の把握 

ダイレクトメール（DM） 既存客の掘り起し 既存客商圏の把握 
看板設置 通行客の誘引 通行客の把握 

イベント開催  潜在顧客の発見 近隣住民への告知 

ネット広告  新規来店促進 地域限定広告 

地域広報誌の広告  新規来店促進 購読者地域への浸透 
カード会員化 既存客の再来店 既存客商圏の把握 
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商圏を調べる方法 
商圏を調べる方法はいくつもあります。 

この度、海老名商工会議所では商圏を調べるための新たなサービスの提
供を開始しました。それは、海老名商工会議所のHPにある「商圏分析し
らべ隊」を利用する方法です。 

＜海老名商工会議所のHPに入る＞  → URL：http://www.ecci.or.jp 

＜小規模事業者応援隊のサイトに入る＞  → URL：http://ouentai.ecci.or.jp/ 

＜商圏分析しらべ隊のサイトに入る＞ 

次ページへ 
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商圏を調べる方法 

「商圏分析しらべ隊」では、二つの方法で商圏を調べることができます。 

＜GIS WEB サービスを使う＞ 

上記フォームに必要事項を記入して送信す
ると、ログインIDとパスワードが届くので、
GIS WEBサービスに入る。 

上記フォームに必要事項を記入して送信す
ると、相談日時の指定の知らせが来るので、
当日に来所しご相談ください。 

専門家への相談ページへ 次ページへ 
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GIS WEBサービスの使い方 

「GIS WEB サービス」に入ると次の画面が現れるので、住所を入力し、
さらに、『地図から単店レポート作成』をクリックします。 

住
所
を
入
力 

ク
リ
ッ
ク
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
作
成 

次ページへ 
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GIS WEBサービスの使い方 
次の画面が現れるので、「レポート作成」をクリックします。 

しばらくしてから、「戻るボタン」をクリックすると、「レポート一
覧」リストに、作成したレポートが表示されるので、そのレポートをPC
の適当な場所（例えば、デスクトップ）にダウンロードします。 

次の画面が現れるので、レポート名称に自身の名前※を記入し、さらに、
「1次商圏」と「2次商圏」に適当な半径範囲（Km表示）を選択し、レ
ポート作成をクリックする。 

ク
リ
ッ
ク 

レ
ポ
ー
ト
名
称
を
記
入 1

次
商
圏
、
2
次
商
圏
の 

範
囲
を
選
択 

ク
リ
ッ
ク 

※ レポート名称に自身の名前を記入する意味 
他の利用者が作成したレポートが「レポート一覧」に残ってる場合がありま
す。それらと区別するために、必ず自身の名前を記入願います。 
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GISレポートの見方 

ダウンロードされたレポートは、表紙を含め８つのシートから構成され
たエクセル形式であり、商圏内の人口特性、住民特性、消費特性などの
データを見ることができます。 

1次商圏 

2次商圏 

商圏地図 

拡大地図 

1次商圏 

人口特性 

次ページへ 
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GISレポートの見方 

世帯特性 

消費特性 
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GISレポートで出来ること 

以下に述べる事柄は例です。店舗の立地（住所）を選択しGISレポートを
ダウンロードして自身で各経営課題に沿った分析を行ってください。 

① 学習塾に最適な立地を選択する 

② 飲食店に最適な立地を選択する 

当事業者は学齢期の児童（6～11歳）を対象とした学習塾の設置を考
えている。A地域の商圏には76名居住しているのに対して、B地域では
321名居住していることが分かった。 

さらに、中学校の塾対象においても、A地域では39名に対し、133名居
住している。したがって、当事業者は、まずB地域を優先して立地を
探すことにした。 

当事業者は飲食店の開業を計画している。候補地として、C地域、D地
域を選んで分析した。 

C地域の商圏内の昼間サラリーマン人口が3,349名に対し、D地域での
それは439名と圧倒的に少ない。しかし、同じ商圏内の比較にて、C地
域では飲食店数が14軒に対し、D地域では1軒と少ないことに加え、夜
間人口がC地域よりも多いことから、夜も来られる飲食店をD地域に開
設することにした。 

 A地域の半径0.5Km商圏  B地域の半径0.5Km商圏 

 C地域の半径0.5Km商圏  D地域の半径0.5Km商圏 
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GISレポートで出来ること 

③ ホームセンターの品揃えを工夫する 

当事業者は市内E地域とF地域の2か所に立地するホームセンター店で
ある。両地域の世帯特性を比較したところ、下表の違いが分かった。 

E地域では単身者世帯が30％超なのに対し、F地域では12％程度である。
したがって、安価な小型の雑貨類（例えば食器など）の品揃えを充実
させた。 

E地域では共同住宅が圧倒的であるために、観葉植物関連商品の品揃
えを充実させた。 

※ GISレポート数の制限 
月間のGISレポートのダウンロード数は、全利用者を合わせて30ファイルに制
限されています。したがって、ダウンロード数が多数になった月は使用不可
になる場合があります。また、多くの方にご利用いただくため、1事業所当た
り月1回までのご利用にご協力ください。 

 E地域の1次商圏、2次商圏  F地域の1次商圏、2次商圏 
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専門家への相談 

「専門家に相談する」とは、「商圏を自分で分析する」（GIS WEBサービ
ス）以上のより詳しい内容を分析したいときに利用できるサービスです。 

 相談方法は 
「商圏分析しらべ隊」から「専門家に相談する」を選び、「商圏分析
専門家相談フォーム」に必要事項を記入します。そのうえで、原則と
して指定日時に海老名商工会議所に来られて直接に話し合います。 
その場で、相談結果をお渡しできることもありますが、原則としては
後日回答を送付することになります。 

 専門家とは 
海老名商工会議所の経営指導員が担当しますが、内容によっては外部
の専門コンサルタントが回答を作成することもあります。 

 より詳しい内容とは 
商圏の設定条件、年齢分布区分、消費支出区分などのより詳細なデー
タを駆使した分析が可能です。次に各分析データを説明します。 

①商圏の設定条件 
GISレポートでは、中心地から円形の地域を商圏として設定するのみ
ですが、専門家への相談では、徒歩、自転車、車両での時間到達範囲
で設定することが可能になります。 

徒
歩
に
よ
る
時
間
到
達
範
囲
の
イ
メ
ー
ジ 
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専門家への相談 

② 年齢分布区分 
GISレポートでは年齢分布は８区分ですが、
専門家への相談では１８区分に細分化さ
れます。 

年
齢
18
区
分
の
結
果
例 

③ 商圏内の事業所数 
GISレポートでは商圏内の事業所数
は調べられませんが、専門家への
相談では業種別など区分した事業
所数データを入手できます。 

事
業
所
数
の
結
果
例 
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専門家への相談 

④ 就業者数 
GISレポートでは商圏内の就業者のデータは入手できませんが、専門
家への相談では就業者のデータの入手が可能です。 

就
業
者
の
結
果
例 

⑤ 消費支出区分 
GISレポートでは商圏内の世帯当たりの消費支出区分は、12分類の食
料支出額、住居費、光熱費など21区分ですが、専門家への相談では
619区分の消費支出のデータの入手が可能です。 
したがって、自社・自店の業種・業態に合致した商圏内の世帯当たり 
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専門家への相談 

の消費額を調べることが可能となります。 

消
費
支
出
額
の
結
果
例 

⑥ 特定階層の世帯の居住地域 
専門家への相談では、年齢階層、世帯人数、年収、貯蓄額などの特定
階層の世帯が海老名市内のどの地域に居住しているかが分かります。
したがって、出店候補地域の選定や折り込みチラシの有効な配布地域
を知ることができます。 

0
～
9
歳
が
多
く
居
住
し
て
い
る
地
域
例 
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専門家への相談 

⑦ その他の調査データの入手 
上記の①～⑥の各種商圏データ以外にも、専門家が調査分析できる事
柄は多数あります。例えば、次のようなものです。 

• （同業種の）既存の競合店の商圏内情報 

• 小学校毎の学区内の住民特
性（年齢区分別人口、年収
分布、住宅区分など） 

• 他の地域と比較した 
場合の当店の商圏の特徴 
（右図は例示） 

 

 

 

 

 

 

• 商圏内世帯のライフスタイ
ル別の比率 
（右図は例示） 
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事例紹介 

本システムを使った役立つ事例を以下に紹介します。 

【商圏を自分で調べる】 

① 自店の商圏内には、どのような人たちが住んでいるのか調べたい 

↓ 

「商圏しらべ隊」に入って、「GIS WEBサービス」から自店の商圏の
WEBレポートをダウンロードする。 

自店の1次商圏内（半径500ｍ）には、0～9歳人口が多く、高齢者が他
に比べて少ない。また、単身世帯も比較的多い。したがって、学齢期
を対象とした業種、あるいは単身者を対象とした商品・サービスに適
しているといえる。 
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事例紹介 
② 自店の商圏内住民の消費は、どのような傾向なのか調べたい 

↓ 

「商圏しらべ隊」に入って、「GIS WEBサービス」から自店の商圏の
WEBレポートをダウンロードする。 

自店の1次商圏内（半径500ｍ）では、世帯当たりの年間食料消費額は
714千円であり、その中でも年間外食費は162千円であり、最大の消費
額である。したがって、世帯数（例 1,415）を乗ずると、外食費の
マーケットサイズは229百万円となる。 
 162千円 × 1,415 ＝ 229百万円 
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事例紹介 

【専門家に相談する】 

③ 海老名駅前で新たに中華料理店を開業したい。そのために日本政策金
融公庫の事業計画にある売上計画をしっかりと作りたい 

↓ 

「商圏しらべ隊」に入って、「商圏分析専門家相談フォーム」に必要
事項を記入した上で、商工会議所に出向き経営指導員に詳しく相談し
ます。お聞きする内容は次のような事柄です。（分かる範囲で答えて
ください） 

• 開業予定の立地、開業時期 

• 席数、店舗の特徴 

• 予定メニュー 

• 設定する1次商圏、2次商圏の範囲（徒歩、車、自転車） 

• 想定する競合店 

• その他事項（希望する売上規模、開業資金調達方法など） 

専門家は、潜在的な中華料理店の需要データを取得し、競合店情報を
入手した上で、開業当初と軌道に乗った後の売上予測を行います。 

その結果をまとめ電子メールなどで送付します。 

④ 学習塾事業で経営革新の申請を考えている。申請書に記述する市場規
模の推定を行いたい。また、学習塾の業界動向を知りたい 

↓ 

「商圏しらべ隊」に入って、「商圏分析専門家相談フォーム」に必要
事項を記入した上で、商工会議所に出向き経営指導員に詳しく相談し
ます。お聞きする内容は次のような事柄です。（分かる範囲で答えて
ください） 

• 経営革新に当たる新規事業の内容 
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• 設定する1次商圏、2次商圏の範囲（徒歩、車、自転車） 

• 想定する競合店 

• その他事項（自店の強み、既存事業の状況など） 

専門家は、潜在的な学習塾の需要データを取得し、新規事業の市場規
模を推定します。 

また、学習塾の業界動向を各種の公開された資料等を参考にして調査
します。 

その結果をまとめ電子メールなどで送付します。 

⑤ ペット用品の店を運営しており、半年後に同用品のネットショップも
運営したい。今後期待できる売上を予測したい 

↓ 

「商圏しらべ隊」に入って、「商圏分析専門家相談フォーム」に必要
事項を記入した上で、商工会議所に出向き経営指導員に詳しく相談し
ます。お聞きする内容は次のような事柄です。（分かる範囲で答えて
ください） 

• 現事業（店舗販売）の売上状況および商圏状況 

• 商品メニュー、平均単価など 

• 開設するネットショップの形態（自社サイトかショッピン
グサイトかなど） 

• その他事項（希望するネットショップの売上規模など） 

専門家は、潜在的な全ペット用品の需要データを取得し、その中での
平均的なネットショッピング比率を推定することで、潜在的なネット
ショッピングによるペット用品需要予測を推定します。 

さらに、サイトの目標とする月間アクセス数、コンバージョン率、購
入単価を設定することで、ネットによる売り上げの予測を行います。 

その結果をまとめ電子メールなどで送付します。 
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Q&A集 

Q1 海老名商工会議所の会員ではありませんが、商圏分析システムは利
用できますか。 

（回答） 

利用できます。特に新規開業希望者は会員ではないことが多いこと
もあり、会員外でも利用することを歓迎します。また当会議所では今
後、会員になっていただけるようにお勧めします。 

Q2 海老名市外域の商圏分析は可能ですか。 

（回答） 

残念ながら、海老名市外のデータは入手できません。ただし、店舗
が海老名市内にあり、その商圏が市外にまで広がっていることがあり
得ますので、その場合は市外のデータが含まれます。 

Q3 専門家に相談する際には、海老名商工会議所に出向くことは、勤務
時間的に難しいのですが、出向かなくても相談できますか。 

（回答） 

面談の形式で詳細をお聞きすることで、よりご要望に沿った回答が
できると考えています。ただし、来所されることが困難な場合は、電
話での相談、電子メール等での相談に応じます。 

Q4 相談してから、回答が返信されるまでの時間はどれほど要しますか。 

（回答） 

極力早めに回答することを目指していますが、様々な事情で遅れる
ことがあり得ます。特に、外部の専門コンサルタントに回答作成を依
頼する場合は、より時間を要すると考えられます。できれば1週間以
内の回答を心がけます。 

Q5 商圏の設定の方法が良く分かりません。 

（回答） 
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業種によって異なりますが、飲食店であれば、1次商圏は徒歩圏で10
～15分程度、2次商圏は自転車で10～15分程度を設定する場合が多い
ようです。また、車で来店する割合が高い店の場合は、より広い商圏
を設定します。いずれにせよ、試行錯誤を繰り返し、自店にあった商
圏を設定すると良いでしょう。 

Q6 商圏分析を行った結果、自店の潜在的な需要推定や売上予測が可能
になることは理解出るのですが、そのほかに何に役立てられますか。 

（回答） 

例えば、チラシの配布範囲を知る、新規出店の候補地を知る、品揃
え・メニューの見直し、新たな販売促進方法の検討などが考えられま
す。自社・自店の課題に応じて専門家が相談に応じます。 

Q7 商圏分析システムに使用されているデータ類の出所は何ですか。 

（回答） 

各種の統計データを使用しています。例えば、国勢調査結果、業種
別電話帳、総務省家計調査年報、国土交通省小学校区データなどの
データベースです。またこれらは、（株）ゼンリンジオインテリジェ
ンス様のシステムを利用しています。 

Q8 入手したデータの著作権はどのように考えれば良いですか。 

（回答） 

WEBレポートの地図情報には、Copyright（C）表示がされています。
したがって、当人外・社外への配布などは制限されると考えてくださ
い。不明な場合は会議所まで問い合わせ願います。 

Q9 GIS WEBサービスを利用するためのIDとパスワードは、一度取得す
るといつまででも使用できますか。あるいは、使用に当たっての注
意事項はありますか。 

（回答） 
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お教えしたIDとパスワードは、原則としていつまでも使用できます。
ただし、他の人には決して教えないでください。 
また、同時のログイン数は20に制限されているため、混雑時はつなが
らない場合がございます。さらに、WEBレポートの月間ダウンロード
数は総数で30という制限がありますので、月によってはダウンロード
できないこともあり得ます。一事業者当たりは月に1回までのご利用
にご協力ください。 

Q10 専門家への相談では、商圏内の競合店の情報が得られるとのことで
すが、どのような情報ですか。 

（回答） 

複数の競合店の店名、所在地、商圏内の住民特性などが分かります。
ただし、これらの競合店は法人タウンページに登録されている店であ
ることが要件ですので、タウンページに掲載されていない競合店であ
ればその情報自体が存在しません。 

Q11 当社は雑貨類の製造販売業です。このような業種であっても利用で
きますか。 

（回答） 

製造業であっても海老名市内に顧客がいる業種であれば、有効な情
報提供は可能です。ただし詳しいデータの入手は、専門家への相談に
限られると思いますので、詳しい内容をお聞かせください。 

Q12 ネット販売を開始したいと考えています。このような業種であって
も利用できますか。 

（回答） 

全国を販路とするネット販売であれば、商圏分析という考え方はあ
りませんが、対人サービス業で集客用にネット活用する場合のように、
地域が限定される業種であれば、本システムでの商圏分析は可能です。 
また、全国を販路とするネット販売であっても、専門家に相談するこ
とで業界情報の入手や、売上増の手段提案などは可能です。 
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付録（小規模事業者応援隊について） 

「小規模事業者応援隊」（URL：http://ouentai.ecci.or.jp/）には、
「商圏分析しらべ隊」を含めて４つのサブサイトを用意しています。そ
れぞれが小規模事業者にとって有意義な情報を集めていますので、ぜひ
活用願います。 

（本システムの利用窓口です） 

経営計画を作成する上での役立つサイト（外
部リンク）を集めています。 

最新の補助金情報を集めています。 
（外部リンク） 

海老名商工会議所の「経営発達支援計画」
（小規模事業者支援に係る基本計画）を公開
しています。 

上記の他に、J-Net21とのリンクを貼っています。 
この中には、200以上の業種に区分した 
「業種別開業ガイド」など有意義な情報が満載です。 
ぜひご利用ください。 



「商圏を知って売上を伸ばす」 

（商圏分析システムの紹介） 
海老名商工会議所発行 2017.1 






